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● 第３回全統共通テスト模試から見直しておきたい問題 

【 問題 】 
第５問 
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【 ポイント 】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              図a                                    図ｂ 
正解：⑤ 

第 5 問 A は、惑星や小惑星の運動に関する問題です。そのうち問 1 は、惑星の位置関係と見え方についての問題

で、基礎知識があれば十分に解答できる問題であるにもかかわらず、誤答として②や⑥が多く、正答率が非常に低い

結果でした。これはこの分野の学習に立ち遅れがあることが原因であると考えられるため、ここに取り上げました。 
(1) 内惑星の見え方について 

図ａに内惑星の位置関係を表します。最大離角のときは，地球から見て内惑星の公転軌道と接する方向に内惑星が

見えることになるため、半月状に太陽に面する側が明るく見えることになります。半月状よりも欠けて見えるときは、最

大離角から内合にかけての位置に内惑星が存在するときになります。 
(2) 西方最大離角について 

図ｂは、地球上の地点 X から西方最大離角の位置する内惑星を観察したときの方位を表したものです。地球の自転

方向は、北極を見下ろす方向から見ると反時計まわりであるため、地点 X は明け方になります。北極の方向が北にな

るため、太陽の見える方向が東になります。そして内惑星の位置は、東から最大離角の角度分だけ、西に向かって上

がって見えるため、西方最大離角と呼ばれることを覚えましょう。 
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